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Active Directory環境における LDAP署名と LDAPチャネルバインディング有効化

(ADV190023)に伴う影響について（第２報） 

 

平素は Palo Alto Networks製品ユーザーサポートをご利用くださいまして誠にありがと

うございます。 

 Microsoft 社より公開されております「Active Directory 環境における LDAP 署名と

LDAPチャネルバインディング有効化」（ADV190023）の PaloAlto Networks製品への影

響につきまして、以下の通りご案内致します。 

 

PAシリーズ/Panoramaを LDAPサーバと連携されている場合、下記の設定箇所のチェッ

クボックスがオンになっていれば影響はございません。 

（デフォルトでオンとなっております。） 

 

 WebUIログイン ＞ Deviceタブ (又は Panorama タブ) ＞ Server Profiles ＞ 

LDAP Server Profile : Require SSL/TLS secured connection 

 

上記に加えて、LDAPサーバとの接続で使用するポート番号を LDAPS 標準ポートである

ポート 636 に変更することがメーカより推奨されております。合わせて LDAPサーバ側も

同ポートでリッスンするように設定を変更する必要がございます。 

 

以上 


